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1 Sリードについて

Sリードは、登録された計画線に沿って推進掘削機をナビゲーションする装置です。
計測したSリード管の方位と推進ジャッキのストローク量の２つから現在位置を計算して
前回位置から進んだ次の位置を画面上に表示します。計測は図.1に示すように推進終了後に
実施し、所要時間は約１０分です。

位置の計算は、初期方位（第１直線の方向角）を基準として行います。

矢印の長さがストローク量、向きが方向角

No.1

出発

No.2 No.3 No.4 No.5

初期方位（第１直線の方位） 初期方位を基準として位置を計算

Sリード計測結果

図.1 Sリードの計測方法

Sリードの対応管径はφ250以上です。Sリード計測本体を写真.1、外装管に取り付けた状態を写真.2
に示します。

写真.1 Sリード計測器本体

写真.2 Sリード外装管に取り付けた状態
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2 計測原理

　Sリードでは、重力のかかる方向と地球の地軸を基準とした計測結果を使って、幾何学的な計算で
現在の掘削位置を求めます。図.2のように、測定原点P0を基準に、現在の掘削機の先端位置を
P1、次の時点の位置をP2、・・・とします。実際の推進管が通る掘削経路を緑の線で表します。
測定原点P0の座標が既知であるとして、２点間の距離をLとすると、推進管の真北からの角度θ1
が解れば、現在の掘削機先端位置P1を（南北位置、東西位置）で表すと式（１）の形で求められます。

P1 ＝ (L cosθ1 , L sin θ1) ・・・ （１）

掘削を進めていき、さらに推進管１本分掘り進めると、先程計算を行った際の原点がP1点に来ている
ことになり、次の時点の先頭座標P2は（２）式で計算することができます。

P2 ＝ P1 + (L cos θ2 , L sin θ2) ・・・ （２）

このように、同じ計算方法を順次あてはめていき、１点ずつ位置をずらして計算すると、原点位置から
の積算した現在位置を求めることができます。２点間の距離Lは推進時のストローク量となります。
ただし、実際にはピッチング角、ローリング角を同時に検出して３次元空間で計算を行っております。

図.2 Sリードの計算原理
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3 Sリード　システム接続図

Sリードを使用する場合の各種ケーブルの接続方法について、図.3に示します。

図.3 Sリードを使用する場合の各種ケーブルの接続図

オペレーションハウス設置用
大型計測ボックス

Ｓリード
本体

ストローク計

掘削機コントローラ

AC100V

AC100V

掘削操作室 発進立坑内 掘削機側

出発立坑内設置
用

小型計測ボックス

カメラ
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4 Sリード使用のための現場段取り

Sリードを使用して施工を実施する場合の段取りについて、図.４に示します。

図.4 Sリードで施工する場合の段取り図

オペレーションハウス内に

オペレーションハウス用計測ボックス

出発立坑内に出発立坑用計測ボックス・ストロー

ク計を設置

掘削機を推進架台に載せる前に、Sリード管を架

台の前方に置いて法線検出

施工現場情報の登録（画面操作）

施工の事前に以下を用意します

・計画路線情報（座標、L、CL、R等）

・現場の緯度・経度

・推進管の長さ、クッション材の厚み

・出発立坑・到達立坑・中間立坑の直径

ストローク計の調整作業（約１０分）

Sリード管に計測用６ピンキャプタイヤケーブルを
接続して電源供給後、動作確認実施

掘削機先導管を推進、Sリード管推進後に出発人

孔芯からSリード管後端までの距離を実測して第

通常計測開始

段取り１

段取り２

段取り３

段取り４

段取り５

段取り６

段取り７
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5 Sリード諸元について

Sリードの諸元について、表.1に示します。
表.1 Sリードの諸元

6芯キャプタイヤケーブル（防水仕様）。
電源、信号複合専用ケーブル、最大延長300m
（これ以上の距離での使用の場合はご相談ください）

駆動系について、5年または10000時間の使用の場合はオーバホールを
おこなってください。（10000時間はほぼ200m施工で300回分に相当します）耐用寿命

精密測定器ですので落下および輸送時の衝撃に十分注意してください。
（運搬時、施工時に過度の衝撃が加わった場合には、装置内部の部品が故障し計
測に支障が出る可能性があります。）

信頼性

取扱いについて

2年ごとまたは1年の休止期間明けに定期点検および方位検出精度の確認をおこな
います。定期点検では、分解点検と機能確認をおこない、消耗品と劣化が認められる
部品の交換をおこないます。

Ｂ検定

Ａ検定

（方位角による
　左右誤差の推定例）

標準偏差0.15°以下、設置誤差0.05°以内。

使用温度

保存温度

湿度

衝撃許容範囲

振動許容範囲（上下）

商用電源AC100V、2A以上（ゼネレータ使用の場合はご相談ください）

専用ケーブル(標準1本 10m）
推進距離計測装置、
PC間インターフェイス

工場出荷時品質基準 ： 方位および傾斜状態を含む全ての検定条件において
方位角標準偏差0.15deg未満を満たす。
これは、常温下において正規分布の標準偏差であり、この条件を満たす確率は68%で
す。
現場での到達制度は、周辺環境、土質条件による掘削機の姿勢変化、掘削機の
性質により異なるため別途ご相談ください。

0.15°以下（Sリード仕様によります）

掘削機の
初期設置方位角誤差

0.05°以下に設置してください。
設置および合わせこみの方法についてはご相談ください。

推進距離誤差 0.05%以下（推進距離に対する誤差比率）

電源・信号

方位角検出精度

方位角計測誤差（標準偏差）

推進距離計測装置

Sリード本体外形寸法

Sリード供給電力

Sリード本体、
PC間インターフェイス

使用環境

振動許容範囲（前後、左右）

計測仕様

・全長430mm、全幅240mm、全高220mm
一体型、最小適用ヒューム管呼び寸法Φ250の場合

搭載管寸法

外形寸法は各工法、掘削機にあわせて製作します。
例として、Φ250一体型の場合の全長は500mm、Φ400U字型の場合の全長は
350mmです。

基本機器構成

項　　目区分

・全長320mm、全幅430mm、全高220mm
U字型（中央にレーザ照射用空洞付き）適用ヒューム管呼び寸法Φ400以上の場合

3G以下（5～500Hz）
2G以下（5～500Hz）

・Sリード本体（計測器筐体、ジャイロセンサ、傾斜計、駆動装置など）
・制御計測用パソコン（ケース入り）
・AC/DCコンバータ（ケース入り）
・Sリード本体、PC間接続ケーブル（電源、信号一体）
・推進距離計測装置
（距離計測器、取付け治具、専用ケーブル、カウンタ、モデム、USB接続ケーブル）
・計測、シミュレーションプログラム
・発進架台、レーザセオドライトは掘削機側でご用意ください。

記　　事

商用電源AC100V、4A以上(ゼネレータ使用の場合はご相談ください）
Sリード本体への供給は専用のAC/DCコンバータを使用します。
掘削機のSリード取付け近傍にAC電源が用意できる場合はAC/DCコンバータをSリー
ド近傍に取り付けることを検討します。

0～40℃

-5～50℃

結露のないこと

12G以下（6～25msec）

±10°

施工ごとに、筐体の浸水防止確認、消耗品の分解点検、ケーブルの点検および方位
検出精度の確認を行います。

その他

仕様変更について 仕様は予告なく変更することがあります

ローリング許容角度

機械諸元

構成
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6 施工概要

6-1. 直線施工

L ＝ m

6-2. 単曲線施工（左カーブ）

IA ＝ m L ＝ m
R ＝ m
TL ＝ m
CL＝ m

L ＝ m SL ＝ m

EC1

BC1 IP

6-3. 単曲線施工（右カーブ）

L ＝ m

IP L ＝ m

BC1
EC1

IA ＝ m
R ＝ m
TL ＝ m
CL＝ m
SL ＝ m

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000
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6-4. S字曲線施工(左カーブ、右カーブ)

L ＝ m
IP2

IA ＝ m
R ＝ m EC2
TL ＝ m
CL＝ m BC2
SL ＝ m

L ＝ m
EC1 IA ＝ m

R ＝ m
BC1 IP1 TL ＝ m

L ＝ m CL＝ m
SL ＝ m

6-5. S字曲線施工(右カーブ、左カーブ)

L ＝ m
BC1 IA ＝ m

IP R ＝ m
EC1 TL ＝ m

L ＝ m CL＝ m
SL ＝ m

IA ＝ m
R ＝ m BC2
TL ＝ m
CL＝ m EC2
SL ＝ m

IP2

L ＝ m

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000
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工事費の積算

○○○○推進工法

1）単曲線　L=○○○m（R=○○○m）　　半管・標準管

1-1）φ250㎜～

(1) アースナビ推進工

種　　　　目 形状寸法 単位 数　量 単　　価 金　　額 適　　　　用

ア ー ス ナ ビ
機 械 器 具 損 料

式 1 ○○○○ 土質　○○○

機器据付撤去指導
料

回 1 ○○○○ ○○○○

初 期 方 位 及 び
計 画 要 素 設 定 費

現場 1 ○○○○

チェックボーリング工 式 1 ○○○○
※50m未満0,100m以内
1箇所,200m以内2箇所

計 ○○○○ 100ｍ当り

１ ｍ 当 り ○○○○

(2) アースナビ機械器具損料

種　　　　目 形状寸法 単位 数　量 単　　価 金　　額 適　　　　用

光ファイバージャイロ 日 ○○○○ ○○○○

外 殻 機 日 ○○○○ ○○○○

（ 取 付 架 台 工 ） 式 1 ○○○○ ○○○○ 中口径のみ

傾 斜 計 日 ○○○○ ○○○○

基 盤 電 装
計 測 表 示 ユ ニ ッ ト

日 ○○○○ ○○○○

電源信号用ケーブル 式 1 ○○○○ ○○○○

収 納 ボ ッ ク ス 等 式 1 ○○○○ ○○○○

諸 雑 費 式 1

計 ○○○○

　　備考　供用日数＝Σ（各スパンの供用日数＋段取替え日数×α）

　　　　　1)　各スパンの供用日数＝（機器据付日数＋掘進延長÷日進量＋機器撤去日数）×α

機器据付日数＝5.0日

機器撤去日数＝4.0日

　　　　　2)　発進立坑で両発進する場合は、掘進設備の段取替えに要する実日数を計上する。

供用日数＝  ( 5.0 ＋ 100.00 ÷ 6.7 ＋ 4.0 )× 1.3  ＝ 31.1  → 32 日 

ケーブル損料＝  100,000 ÷ 200 × 100.00 × 2 本　　＝ 100,000 円／供用日

(3) 機器据付撤去整備費

種　　　　目 形状寸法 単位 数　量 単　　価 金　　額 適　　　　用

機 械 工 人 4 ○○○○ ○○○○

諸 雑 費 式 1 ○○○○ 労務費の30%

計 ○○○○

(100ｍ当り)

(1回当り)

土質　○○○
(1式当り)



(4) 初期方位及び計画要素設定費（協会規定）

種　　　　目 形状寸法 単位 数　量 単　　価 金　　額 適　　　　用

点 検 工
（ 部 品 ・ ボ ル ト ・
水 密 ・ パ ッ キ ン ）

回 1 ○○○○ ○○○○

真 北 検 定 調 整 工 回 1 ○○○○ ○○○○

基 本 検 査 費
（ 総 合 試 運 転 等 ）

回 1 ○○○○ ○○○○

計 ○○○○

（1現場あたり）



② 現場準備編
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Sリード使用の手引き
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Sリード使用のための現場段取り

Sリードを使用して施工を実施する場合の段取りについて、図.1に示します。

図.1 Sリードで施工する場合の段取り図

計測環境の設置

出発立坑地上でSリード外装管を使用して初期方
位を検出

ストローク計の調整作業

施工の事前準備

施工現場情報の登録（画面操作）

Sリードへの電源供給、動作確認

段取り１

段取り２

段取り３

段取り４

段取り５

段取り６
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Sリードによる現場施工を実施する場合、施工前に予め以下の項目を確認、入手してください。

事前に入手する必要がある情報
・計画路線情報（座標、L、CL、R等）
・現場の緯度・経度、設計勾配、使用管径φ[mm]
・推進管の長さ、クッション材の厚み
・出発立坑・到達立坑・中間立坑の形状、サイズ

① 計画路線情報

計画路線情報では、直線長さL、カーブ長さCL、カーブ半径R、カーブ方向、もしくは実測座標
の５つが必要です。図.2を参考に準備してください。なお、計画路線情報は必ず出発立坑芯と
到達立坑芯を結ぶものを用意してください。

L=28.654m

L=45.087m

EC

BC R=200m

CL=22.432m

左曲がり

座標の例

図.2 Sリードで必要となる計画路線情報

② 現場の緯度・経度情報

Sリードでは位置の計算の際に、現場の緯度・経度の情報を使用します。
緯度・経度情報については、インターネットWebページ、または施工路線図面から、
度・分・秒の各要素を入手してください。
インターネットWebページからの入手方法については、協会技術委員におたずねください。

③ 推進管の長さ、クッション材の厚み（図.3）

Sリードでは、推進管の長さ、クッション材の厚みをもとに、計測結果で得られる距離が
正しいか判断を行います。

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      クッション材の厚み
（複数使用する場合は、

総厚みとする）

推進管の長さ
（カーブ施工等で複数種類を使用する場合は種類別の長さを把握してください）

図.3 推進管の長さ、クッション材の厚み

EC1 132.378 188.554
No1-2 145.769 193.885

No.1-1 100.000 100.000
BC1 103.992 142.445

施工の事前準備

ポイント X座標 Y座標

段取り１
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④ 出発立坑、到達立坑、中間立坑の情報

Sリードでは、計画路線に対する計測結果を示す画面（実績表示画面）に、各種立坑の
絵を表示することが可能です。計測結果の実績表示画面に立坑の絵を正しく表示する
ためには、立坑の形状によって表.1に示す項目を把握しておく必要があります。

表.1 立坑の形状別の入力項目

① 円形 ② 四角形

③ 小判型

四角形 幅、奥行き ②
小判型 幅方向の直径、直線長さ ③

形状の種類 入力項目 図参照
円形 直径 ①
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施工前に事前準備が終わり、計測環境の設置を行います。
計測環境は、オペレーションハウス側と出発立坑側の２つの環境があり、以下の手順に従って
環境を設置してください。

出発立坑側の計測環境設置

AC100V

AC100V

立坑側小型

計測ボックス

ストローク

計

Sリード管 押し輪

計測環境の設置

①　出発立坑内へ計測に必要な各種
ケーブルを引き込み

・Sリード計測ケーブルおよびストローク
計通信ケーブルの２種類を出発立坑内
に引き込みます

・出発立坑内でAC100Vの電源ラインを
確保してください

②　出発立坑用計測ボックスの設置

・小型の計測ボックスを出発立坑内の作
業に支障にならない場所に設置します。
計測ボックスには電源ケーブルが付属し
ておりますのでAC100Vラインに接続して
ください

③　ストローク計取付け

・ストローク計は、紐の先の磁石を推進
架台の押し輪に取付け、紐紐紐紐がががが真真真真っっっっ直直直直ぐにぐにぐにぐに
伸伸伸伸びるようにびるようにびるようにびるように位置位置位置位置をををを調整調整調整調整してください。

段取り２

オペレーションハウス側
大型計測ボックス

カメラ（任意）

ストローク計

押し輪への磁
石取付け

４ピン
キャプタイヤケーブル
10m×5本

6ピン
キャプタイヤケーブル
10m×30本

小型計測ボックス
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オペレーションハウス側の計測環境設置
④大型計測ボックスの設置

・オペレーションハウス内に大型の計測
ボックスを設置してください。

・ストローク計通信用４ピンキャプタイヤ
ケーブルおよびＳリード計測用６ピンキャ
プタイヤケーブルをオペレーションハウス
内に引き込んで、大型計測ボックス背面
から出ているケーブルと接続してくださ
い。

・大型ボックスには電源ケーブルが付属
していますのでAC100Vラインに接続して
ください。
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大小２つの計測ボックスの設置、ストローク計の設置が完了後、次はＳリードへの電源供給と動作
確認をおこないます。

③計測器安定化

　動作確認が完了後、そのまま約2時間
程、電源を供給したままにしておいてくだ
さい。安定化安定化安定化安定化しないしないしないしない状態状態状態状態でででで次次次次のののの作業作業作業作業をををを実実実実
施施施施したしたしたした場合場合場合場合はははは計測精度計測精度計測精度計測精度がががが悪化悪化悪化悪化するおそするおそするおそするおそ
れがありますれがありますれがありますれがあります。。。。

Sリードへの電源供給、動作確認

①Ｓリードへの電源供給

　Ｓリードへの電源供給を行います。Ｓ
リード外装管を地上の安定した場所に置
きます。運搬台がある場合は運搬台に載
せた状態で地面に置いてください。

　地面に置いた外装管内のSリード計測
器本体後部に6ピン防水キャプタイヤのＳ
ジャイロ計測用ケーブルを接続してくださ
い。

②動作確認

　Sリード本体に電源を供給した後、計測
メイン画面から「機能」→「動作確認」と進
み、画面内の「動作確認開始」ボタンを押
してください。
　ボタン操作後、約10分間の計測を行
い、正常に終了すると「動作確認完了」の
メッセージが表示されます。これで動作
確認は完了です。

段取り３
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Sリード計測器の動作確認の次は、ストローク計の調整をおこないます。
Sリードは、計測器機体の方位とストローク量の２要素から位置を求める計測装置です。
このストローク計の調整も計測精度に関わる重要な要素ですので十分に注意しておこなって
ください。

③　ストローク計の調整

　計測メイン画面から、「機能」→「スト
ローク計調整」と進んでください。

　画面上の「リセット」を押してストローク
カウンタをリセットした後、推進ジャッキを
管長さだけ伸ばしてください。画面上にス
トローク量が表示されます。
　次にメジャー等で実際のジャッキ押し出
し量を計測し、実測した長さの入力項目
に入力して「調整」を押してください。

　調整は、現在のストローク量と、入力さ
れた実測長さをもとにおこないます。これ
で調整は完了です。

ストローク計の調整

①ストローク計付属の磁石取付け

　ストローク計の紐先端の磁石を、推進
架台の押し輪に取り付けます。押し輪が
無いタイプの推進架台をご使用の場合
は、推進時のストローク量が計測できる
場所に取付けてください。
　また、一度取付けた磁石は、施工が終
了するまでは位置を変更しないようにし
てください。

②　押し輪を元端位置に移動

　推進架台の押し輪もしくは推進ジャッキ
を推進元端位置に移動してください。

段取り４
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いよいよ計測に関する現場情報を登録します。この登録では、Sリードの計測精度に影響する
項目や計測結果の実績を正しく示すために必要な項目等の重要項目が含まれますので、事前に
準備した現場情報を確実に入力するようにしてください。

入力項目

・ 工事件名（略称等でも可）
・ 工事地域の緯度および経度（インターネットから入手するか協会技術委員に問合せ）

（度、分、秒単位で必要です）

・ 設計勾配（‰）
・ 工事推進管管径φ[mm]
・ 出発および到達立坑の形状、サイズ
・ 推進管の長さ、緩衝材の厚み

※推進管を複数種類使用する場合は、先頭から順に別々に推進管１、推進管２、推進管３
の順に登録してください。

施工現場情報の登録

①　工事情報の入力　その１

　計測メイン画面から、「機能」→「工事情
報設定」と進むと左画面が表示されま
す。
　未使用の状態では工事情報は何も登
録されておりませんので「新規工事入力」
を押してください。全て初期値が表示され
ます。新しい工事情報を入力する場合も
同様に操作してください。
　すでに登録済の場合には、右画面のよ
うに登録した現在の情報が表示されま
す。

　１ページ目では、工事件名、工事地域
の緯度・経度、設計勾配、管径、そして使
用掘削機の情報を入力します。

②　工事情報の入力　その２

　２ページ目では、出発立坑情報を選択
および入力します。形状を選択すると、選
択された形状に合わせた入力項目が表
示されますので、画面右下に表示されて
いる模式図の入力項目を確認しながら正
確に入力してください。

段取り５
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③　工事情報の入力　その３

　３ページ目では、２ページ目と同様に到
達立坑情報を選択および入力します。画
面右下に表示されている模式図の入力
項目を確認しながら正確に入力してくだ
さい。

④　工事情報の入力　その４

　４ページ目では、推進管の情報を入力
します。推進管の種類が複数ある場合
は、必ず分けて入力してください。また推
進管１種類あたりで緩衝材を複数使用し
て厚くする場合は、緩衝材の総厚みを入
力してください。

　全て入力が終わったら、１ページから４
ページまで選択・入力した内容を再度確
認した後、「登録」ボタンを押してくださ
い。登録完了後、登録が完了したことを
示すメッセージが表示されます。
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Ｓリードでは、計画路線における第１直線の方位を基準とすることで、計測結果で得た方位と
推進時のストローク量から現在位置を求めることができます。
ここでは、第１直線の方位（初期方位）を検出するための手順について説明します。
※本作業はＳリードの計測精度に大きく影響する作業ですので慎重におこなってください。

②　運搬架台の取付け

　運搬架台を調整架台のピンと運搬架台の下部
長穴と合せて載せます。この時、調整架台の水
平調整ボルトは外側に出してください。

※運搬架台でＳリード搭載管を運んでいる場合
は、一緒に搭載してください。

③　運搬台の調整

　ピンのある側の水平調整ボルトで運搬架台を
軽く固定します。初期方位ラインと管の中心が
合うように近づけます。ピン側の調整巾は
±7mmの為、調整量が不足する場合は鉄プ
レート上で調整架台をずらしてください。

初期方位検出作業

①　検出治具のおおまかな位置合わせ

　測量器を使用して、出発立坑の人孔芯から第
１直線のＢＣ点までを視認して向きを合わせ、合
わせたライン上に幅方向の中心がほぼ一致す
るように右写真の調整架台を置きます。

段取り６

BCBCBCBC

人孔芯人孔芯人孔芯人孔芯ラインラインラインライン上上上上のののの点点点点

ピンピンピンピン
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⑥　初期方位検出用バーの固定

初期方位検出用バーを固定してください。

⑦　視準用ターゲットブロック大の取付け

初期方位検出用バーの元端側に視準用ター
ゲットブロックの大を取付けてください。

④　Sリード外装管の搭載

　運搬架台にＳリード外装管を載せ、縦のライン
が垂直になるように調整してください。

⑤　アタッチメントの取付け

　Ｓリード外装管のアイボルトを外し、初期方位
調整用金属バーの取付用アタッチメントを管上
部の前後位置に2ヶ所取付けてください。この
時、アタッチメント、アイボルトのメクラ栓が付い
ている場合は取り外してください。

取付用取付用取付用取付用アタッチメントアタッチメントアタッチメントアタッチメント
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⑩　ローリングの調整

　管取付タップを使用し、下げふりにてローリン
グ状態を確認します。ローリングの調整は、調
整架台の４本垂直ボルトで行ってください。

　最終調整は、ターゲットブロックの中心とＳリー
ド計測器本体の固定プレートの中央線で合せて
ください。

⑪　初期方位検出操作

　外装管の位置、ピッチング、ローリング調整が
完了したら、Ｓリード計測メイン画面から「機能」
→「初期方位検出」と進み、画面下部にある「設
定開始」ボタンを押してください。検出完了まで
約６時間かかります。この検出中、立坑内部の
作業等をおこなうことができます。ただし、Ｓリー
ド外装管に振動や衝撃を与えないようにご注意
ください。
　検出が完了すると、検出が完了ことを示すメッ
セージが画面に表示されます。これで準備工程
は全て終了です。

⑧　ターゲットブロック小の取付け

　初期方位検出用バーの先端に、ターゲットブ
ロック小を取付けます。

⑨　ピッチングの調整

　初期方位検出用バーの上面に傾斜計もしくは
水平計を設置し、Ｓリード外装管について掘削
進行方向の水平を調整架台の4本のボルトで調
整してください。
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段取䉍䋷



㪌 㪪䊥䊷䊄諸元䈮䈧い䈩

㪪䊥䊷䊄䈱諸元䈮䈧い䈩䇮表㪅㪈䈮示䈚䉁䈜䇯

表㪅㪈 㪪䊥䊷䊄䈱諸元

施Ꮏ䈗䈫䈮機構部品䇮䉬䊷䊑䊦等䈱分解点検䉕䈍䈖䈭い䉁䈜䇯

駆動系䈮䈧い䈩䇮㪌ᐕ䉁䈢䈲㪈㪇㪇㪇㪇時間䈱使用䈱場合䈲䉥䊷䊋䊖䊷䊦䉕

䈍䈖䈭䈦䈩く䈣䈘い䇯䋨㪈㪇㪇㪇㪇時間䈲䈾䈿㪉㪇㪇㫄施Ꮏ䈪㪊㪇㪇回分䈮相当䈚䉁䈜䋩
耐用ኼ๮

精密測定器䈪䈜䈱䈪落ਅ䈍䉋び輸送時䈱衝撃䈮十分注意䈚䈩く䈣䈘い䇯

઀様䈲予告䈭く変更䈜䉎䈖䈫䈏あ䉍䉁䈜䇯

信頼性

そ䈱ઁ

㪈ᐕ䈗䈫䉁䈢䈲㪈ᐕ䈱休ᱛ期間᣿け䈮䈲精ᐲ検定䉕䈍䈖䈭い䉁䈜䇯

検定䈲శ䊐䉜イ䊋䉳䊞イ䊨䇮傾斜計䈱校ᱜ䉕含䉂䉁䈜䇯精ᐲ検定䋨定期点検䋩

始業点検

䋨方位角䈮䉋䉎

Ꮐ右誤差䈱推定例䋩

標準偏差㪇㪅㪈㪌㫦以ਅ䇮設置誤差㪇㪅㪇㪌㫦䈪㪈㫄管䈪㪉㪇㪇㫄施Ꮏ䈱場合䇮Ꮐ右䈱最

大予測誤差䈲標準偏差䈮䉋䉎㪊㪎㫄㫄䈫初期設置誤差䈮䉋䉎㪈㪎㫄㫄䈪㪌㪋㫄㫄䈫䈭

䉍䉁䈜䇯

使用温ᐲ

保ሽ温ᐲ

湿ᐲ

衝撃許容範࿐

振動許容範࿐䋨਄ਅ䋩

商用電源㪘㪚㪈㪇㪇㪭㩿㪌㪇㪆㪍㪇㪟z㪀䇮㪉㪘以਄䋨䉷ネ䊧䊷タ使用䈱場合䈲䈗相談く䈣䈘

い䋩

振動許容範࿐䋨前後䇮Ꮐ右䋩

専用䉬䊷䊑䊦㩿標準㪈㪇㫄䋩
推進距離計測装置䇮

P㪚間インタ䊷䊐䉢イ䉴

計測઀様

㪇㪅㪇㪊%以ਅ䋨推進距離䈮ኻ䈜䉎誤差比率䋩

㪇㪅㪈㪌㫦以ਅ䋨㪪䊥䊷䊄઀様䈮䉋䉍䉁䈜䋩

掘削機䈱

初期設置方位角誤差

㪇㪅㪇㪌㫦以ਅ䈮設置䈚䈩く䈣䈘い䇯

設置䈍䉋び合わ䈞䈖䉂䈱方法䈮䈧い䈩䈲䈗相談く䈣䈘い䇯

推進距離誤差 㪇㪅㪇㪌%以ਅ䋨推進距離䈮ኻ䈜䉎誤差比率䋩

電源䊶信号

方位角予測精ᐲ

方位角計測誤差䋨標準偏差䋩

推進距離計測装置

㪪䊥䊷䊄供給電力

㪪䊥䊷䊄本体䇮

P㪚間インタ䊷䊐䉢イ䉴

㪎芯キ䊞䊒タイ䊟䉬䊷䊑䊦䋨防水઀様䋩䇯電源䇮信号複合専用䉬䊷䊑䊦䇮最大延

長㪉㪊㪇㫄䇮䋨䈖䉏以਄䈱距離䈪䈱使用䈱場合䈲䈗相談く䈣䈘い䋩

商用電源㪘㪚㪈㪇㪇㪭㩿㪌㪇㪆㪍㪇㪟z㪀䇮㪋㪘以਄㩿䉷ネ䊧䊷タ使用䈱場合䈲䈗相談く䈣䈘

い䋩

㪪䊥䊷䊄本体へ䈱供給䈲専用䈱㪘㪚㪆㪛㪚䉮ン䊋䊷タ䉕使用䈚䉁䈜䇯

掘削機䈱㪪䊥䊷䊄取付け近傍䈮㪘㪚電源䈏用意䈪䈐䉎場合䈲㪘㪚㪆㪛㪚䉮ン䊋䊷タ

䉕㪪䊥䊷䊄近傍䈮取䉍付け䉎䈖䈫䉕検討䈚䉁䈜䇯

㪇～㪋㪇℃

㪄㪌～㪌㪇℃

結露䈱䈭い䈖䈫

㪈㪉㪞以ਅ䋨㪍～㪉㪌㫄sec䋩

㫧㪈㪌㫦

㪊㪞以ਅ䋨㪌～㪌㪇㪇㪟z䋩

㪉㪞以ਅ䋨㪌～㪌㪇㪇㪟z䋩

䊶㪪䊥䊷䊄本体䋨計測器筐体䇮䉳䊞イ䊨䉶ン䉰䇮傾斜計䇮駆動装置䈭䈬䋩

䊶制御計測用䊌䉸䉮ン䋨䉬䊷䉴入䉍䋩

䊶㪘㪚㪆㪛㪚䉮ン䊋䊷タ䋨䉬䊷䉴入䉍䋩

䊶㪪䊥䊷䊄本体䇮P㪚間接続䉬䊷䊑䊦䋨電源䇮信号一体䋩

䊶推進距離計測装置䋨距離計測器䇮取付け治具䇮専用䉬䊷䊑䊦䇮䉦䉡ンタ䇮䊝

䊂䊛䇮㪬㪪㪙接続䉬䊷䊑䊦䋩

䊶計測䇮䉲䊚䊠䊧䊷䉲ョン䊒䊨䉫䊤䊛

䊶⊒進架台䇮䊧䊷䉱䉶䉥䊄䊤イ䊃䈲掘削機側䈪䈗用意く䈣䈘い

記事

䊶全長㪉㪋㪇㫄㫄䇮全幅㪉㪉㪇㫄㫄䇮全高㪋㪊㪇㫄㫄

一体型䇮最ዊ適用䊍䊠䊷䊛管๭び寸法Φ㪉㪌㪇䈱場合

外形寸法䈲各Ꮏ法䇮掘削機䈮あわ䈞䈩製作䈚䉁䈜䇯

例䈫䈚䈩䇮Φ㪉㪌㪇一体型䈱場合䈱全長䈲㪌㪇㪇㫄㫄䇮Φ㪋㪇㪇分離型䈱場合䈱全長

䈲㪊㪌㪇㫄㫄䈪䈜䇯

䊶全長㪋㪋㪇㫄㫄䇮全幅㪉㪉㪌㫄㫄䇮全高㪊㪉㪇㫄㫄

分離型䋨中央䈮䊧䊷䉱照射用空洞付䈐䋩適用䊍䊠䊷䊛管๭び寸法Φ㪋㪇㪇䈱場合

䊨䊷䊥ン䉫許容角ᐲ

機械諸元

構成

搭載管寸法

基本機器構成

㗄目区分

㪪䊥䊷䊄本体外形寸法

使用環境



㪍 施Ꮏ概要

直線施Ꮏ

L ＝ 㫄000.000



㪍 施Ꮏ概要

න曲線施Ꮏ䋨Ꮐ䉦䊷䊑䋩

㪠㪘 ＝ 㫄 L ＝ 㫄

㪩 ＝ 㫄

㪫L ＝ 㫄

㪚L＝ 㫄

L ＝ 㫄 㪪L ＝ 㫄

㪜㪚㪈

㪙㪚㪈 㪠P

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000



㪍 施Ꮏ概要

න曲線施Ꮏ䋨Ꮐ䉦䊷䊑䋩

L ＝ 㫄

㪠P L ＝ 㫄

㪙㪚㪈

㪜㪚㪈

㪠㪘 ＝ 㫄

㪩 ＝ 㫄

㪫L ＝ 㫄

㪚L＝ 㫄

㪪L ＝ 㫄

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000



㪍 施Ꮏ概要

㪪ሼ曲線施Ꮏ㩿Ꮐ䉦䊷䊑䇮右䉦䊷䊑㪀

L ＝ 㫄

㪠P㪉

㪠㪘 ＝ 㫄

㪩 ＝ 㫄 㪜㪚㪉

㪫L ＝ 㫄

㪚L＝ 㫄 㪙㪚㪉

㪪L ＝ 㫄

L ＝ 㫄

㪜㪚㪈 㪠㪘 ＝ 㫄

㪩 ＝ 㫄

㪙㪚㪈 㪠P㪈 㪫L ＝ 㫄

L ＝ 㫄 㪚L＝ 㫄

㪪L ＝ 㫄

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000



㪍 施Ꮏ概要

㪪ሼ曲線施Ꮏ㩿右䉦䊷䊑䇮Ꮐ䉦䊷䊑㪀

L ＝ 㫄

㪙㪚㪈 㪠㪘 ＝ 㫄

㪠P 㪩 ＝ 㫄

㪜㪚㪈 㪫L ＝ 㫄

L ＝ 㫄 㪚L＝ 㫄

㪪L ＝ 㫄

㪠㪘 ＝ 㫄

㪩 ＝ 㫄 㪙㪚㪉

㪫L ＝ 㫄

㪚L＝ 㫄 㪜㪚㪉

㪪L ＝ 㫄

㪠P㪉

L ＝ 㫄

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000

000.000



䉝䊷䉴䊅ビ機械器具損料表

損料率 損　料

䋨千円䋩 䋨×㪈㪇

㪄㪍

䋩 䋨円䋩

䋨計測器本体䋩

 光䊐䉜イバ䊷䉳ャイロ  呼び径㪉㪌㪇mm １式 㪉㪇㪃㪎㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪊㪃㪈㪍㪇

㪊㪇㪇mm １式 㪉㪇㪃㪎㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪊㪃㪈㪍㪇

㪊㪌㪇mm １式 㪉㪇㪃㪎㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪊㪃㪈㪍㪇

㪋㪇㪇mm １式 㪈㪐㪃㪏㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪈㪃㪉㪏㪇

㪋㪌㪇mm １式 㪈㪐㪃㪏㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪈㪃㪉㪏㪇

㪌㪇㪇mm １式 㪈㪐㪃㪏㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪈㪃㪉㪏㪇

㪍㪇㪇mm １式 㪈㪐㪃㪏㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪈㪃㪉㪏㪇

㪎㪇㪇mm １式 㪈㪐㪃㪏㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪈㪃㪉㪏㪇

 外殻機  呼び径㪉㪌㪇mm １式 㪈㪃㪍㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪌㪃㪌㪏㪎

㪊㪇㪇mm １式 㪈㪃㪏㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪍㪃㪉㪏㪍

㪊㪌㪇mm １式 㪉㪃㪇㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪍㪃㪐㪏㪋

㪋㪇㪇mm １式 㪉㪃㪉㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪎㪃㪍㪏㪉

㪋㪌㪇mm １式 㪉㪃㪋㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪏㪃㪊㪏㪈

㪌㪇㪇mm １式 㪉㪃㪍㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪐㪃㪇㪎㪐

㪍㪇㪇mm １式 㪉㪃㪏㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪐㪃㪎㪎㪏

㪎㪇㪇mm １式 㪊㪃㪇㪇㪇 㪊㪃㪋㪐㪉 㪈㪇㪃㪋㪏㪇

　傾斜計 １式 㪊㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪍㪉㪍

䋨推進距離計測制御ユ䊆ット䋩

 基盤電装計測表示ユ䊆ット １式 㪉㪃㪇㪇㪇 㪉㪃㪇㪏㪌 㪋㪃㪈㪎㪇

䋨付属機器䊶消耗品等䋩

 電源信号用ケ䊷䊑ル ゴム仕様 㪉㪇㪇ｍ 㪌㪇㪇 㪉㪇% 㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇

 収納ボック䉴等 １式 㪌㪇㪇 㪉㪇% 㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇

１現場当䉍修理費

として基礎価格の

㪋%を計上す䉎

供用１日当䉍

機　　械　　名 規　　　　格 単位 適　　　　用

基礎価格



䉝䊷䉴䊅ビ基礎価格表

基礎価格
適　　　　　　　用

䋨千円䋩

䋨計測器本体䋩

 光䊐䉜イバ䊷䉳ャイロ  呼び径 㪉㪌㪇㎜ １式 㪉㪇,㪎㪇㪇

㪊㪇㪇㎜ １式 㪉㪇,㪎㪇㪇

㪊㪌㪇㎜ １式 㪉㪇,㪎㪇㪇

㪋㪇㪇㎜ １式 㪈㪐,㪏㪇㪇

㪋㪌㪇㎜ １式 㪈㪐,㪏㪇㪇

㪌㪇㪇㎜ １式 㪈㪐,㪏㪇㪇

㪍㪇㪇㎜ １式 㪈㪐,㪏㪇㪇

㪎㪇㪇㎜ １式 㪈㪐,㪏㪇㪇

 外殻機  呼び径 㪉㪌㪇㎜ １式 㪈,㪍㪇㪇

㪊㪇㪇㎜ １式 㪈,㪏㪇㪇

㪊㪌㪇㎜ １式 㪉,㪇㪇㪇

㪋㪇㪇㎜ １式 㪉,㪉㪇㪇

㪋㪌㪇㎜ １式 㪉,㪋㪇㪇

㪌㪇㪇㎜ １式 㪉,㪍㪇㪇

㪍㪇㪇㎜ １式 㪉,㪏㪇㪇

㪎㪇㪇㎜ １式 㪊,㪇㪇㪇

　傾斜計 㪊㪇㪇

䋨推進距離計測制御ユ䊆ット䋩

 基盤電装計測表示ユ䊆ット １式 㪉,㪇㪇㪇

䋨付属機器䊶消耗品等䋩

 電源信号用ケ䊷䊑ル ゴム仕様 㪉㪇㪇ｍ 㪌㪇㪇

 収納ボック䉴等 １式 㪌㪇㪇

機　　械　　名 規　　　　格 単位



工事費䈱積算

ዊ口径泥土圧方式䋨泥濃方式䋩推進工法

１䋩䇭単曲線推進䇭Ｌ＝○○○m䇭䋨R＝○○○m䋩䇭䇭半管䊶標準管

㪈㪄㪈䋩φ㪉㪌㪇～㪎㪇㪇㎜

㩿㪈㪀 䉝䊷䉴䊅ビ推進工

種䇭䇭䇭䇭目 形状寸法 単位 数䇭量 単䇭䇭価 金䇭䇭額 適䇭䇭䇭䇭用

䉝 䊷 䉴 䊅 ビ

機 械 器 具 損 料

式 㪈 ○○○○ 土質䇭䇭○○○

機器据付撤去指ዉ料 回 㪈 ○○○○ ○○○○

初 期 方 位 及 び

計 画 要 素 設 定 費

現場 㪈 ○○○○

計 ○○○○ 㪈㪇㪇ｍ当䉍

１ ｍ 当 䉍 ○○○○

㩿㪉㪀 䉝䊷䉴䊅ビ機械器具損料

種䇭䇭䇭䇭目 形状寸法 単位 数䇭量 単䇭䇭価 金䇭䇭額 適䇭䇭䇭䇭用

光䊐䉜イ䊋䊷䉳ャイロ 日 ○○○○ ○○○○

外 殻 機 日 ○○○○ ○○○○

傾 斜 計 日 ○○○○ ○○○○

基 盤 電 装

計 測 表 示 ユ 䊆 ッ ト

日 ○○○○ ○○○○

電源信号用ケ䊷䊑ル 式 㪈 ○○○○ ○○○○

収 納 ボ ッ ク 䉴 等 式 㪈 ○○○○ ○○○○

諸 雑 費 式 㪈

計 ○○○○

䇭䇭備考䇭供用日数＝Σ䋨各䉴䊌ン䈱供用日数＋段取替え日数×α䋩

䇭䇭䇭䇭䇭㪈㪀䇭各䉴䊌ン䈱供用日数＝䋨機器据付日数＋掘進延長÷日進量＋機器撤去日数䋩×α

機器据付日数＝㪉㪅㪇日

機器撤去日数＝㪈㪅㪇日

䇭䇭䇭䇭䇭㪉㪀䇭発進立坑で両発進す䉎場合䈲䇮掘進設備䈱段取替えに要す䉎実日数を計上す䉎䇯

供用日数＝  㩿 㪉㪅㪇 ＋ 㪈㪇㪇㪅㪇㪇 ÷ 㪍㪅㪎 ＋ 㪈㪅㪇 㪀× 㪈㪅㪊  ＝ 㪉㪊㪅㪊  → 㪉㪋 日 

䇭䇭䇭電源信号用

ケ䊷䊑ル損料＝  㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇 ÷ 㪉㪇㪇 × 㪈㪇㪇㪅㪇㪇 × 㪉 本䇭䇭＝ 㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇 円／供用日

㩿㪊㪀 機器据付撤去整備費

種䇭䇭䇭䇭目 形状寸法 単位 数䇭量 単䇭䇭価 金䇭䇭額 適䇭䇭䇭䇭用

機 械 工 人 㪋 ○○○○ ○○○○

諸 雑 費 式 㪈 ○○○○ 労務費䈱䇭䇭％

計 ○○○○

㩿㪈㪇㪇ｍ当䉍㪀

㩿㪈回当䉍㪀

土質䇭䇭○○○

㩿㪈式当䉍㪀
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